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V43a 地下設置の大型低温重力波望遠鏡（LCGT）計画
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LCGT計画は、TAMAの次期計画として 1年に数個以上の２重中性子星合体による重力波イベントを捉える
計画であり、TAMA干渉計を 2桁以上上回る感度達成を目標とする。この感度は、諸外国の検出器に十分太刀打
ちできるものであり、早期の実現が望まれる。この計画の特徴は、3km基線長、低温鏡及び 100Wクラスの高出
力レーザー光源の採用、神岡地下トンネルへの設置である。これまで LCGT実現のため、TAMAで培われた技
術に加え、低温鏡の基礎技術を確立し、地下トンネルの有効性を実証してきた。低温鏡のアキレス腱であったサ
ファイヤ結晶の光学損失による発熱問題もRSE等の干渉計方式の採用により解決できる。昨年度から開始された
特定領域研究 (代表：坪野公夫)における TAMA干渉計を用いる重力波観測と低温レーザー干渉計の実証実験と
が LCGTの建設着手までの研究の空白を埋めることになる。講演でこれらを含めて LCGT実現への取り組みを
紹介する。


